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0
中
山
竹
二
郎
名
誉
教
授
（
英
文
学
）

昭
和
一
二
十
二
月
三
月
一
二
十
一
日
附
で
定
年
退
職
、
固
年
七
月
十
六
日
附
で

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
（
九
州
大
学
）

0
目

加

田

誠

教

授

（

中

国

文

学

）

昭
和
一
二
十
＿
一
年
七
月
一
日
附
、
文
学
部
長
に
併
仔
さ
れ
た
。

0
進

藤

誠

一

教

授

（

仏

文

学

）

昭
和
一
一
一
十
二
年
七
月
一
日
附
、
文
学
部
長
の
枡
任
を
終
了
し
た
。

0
前

J
I
I
俊
一
教
授
（
英
文
学
）

昭
和
三
十
二
年
十
月
十
六
日
附
教
授
に
昇
任
さ
れ
に
。

〇
毛
利
可
信
助
教
授
（
英
文
学
）

昭
和
一
=
+
-
―
一
年
一
二
月
十
六
日
附
、
分
校
よ
り
本
学
部
へ
転
任
さ
れ
た
。

目
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授
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一
、
九
大
国
文
学
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会

（
昭
一
二
十
二
年
五
月
一
一
十
六
日
於
法
文
経
第
七
演
習
室
）

板
行
前
の
お
く
の
ほ
そ
道
の
反
響

ー
杉
浦
教
授
の
「
解
釈
と
鑑
賞
」
に
関
す
る
贅
説
ー
白
石
悌
三

「
鴨
長
明
家
集
」
考
ー
そ
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
ー
篠
崎
久
射

中
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井

衛
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会
終
了
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一
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閣
に
て
懇
親
会

続
日
本
紀
の
宣
命
仮
名
に
つ
い
て

源

源

氏

物

語

宇

治

十

帖

に

つ

い

て

奥

古
事
記
成
立
の
一
考
察
ー
素
材
と
し
て
の
動
植
物
に
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い
て
ー
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戸
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し
て
そ
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字
法
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子

大
学
教
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本
大
学
法
文

学
郡
長
・
文
博

石

坂

正

蔵

一
、
第
七
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

（
昭
三
十
二
年
九
月
二
十
ー
ニ
十
一
日
於
大
分
大
学
学
芸
学
部
）
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寝

論

に
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て
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府
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行
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井

源

衛

鶴

久

熊

本
女
子
大

万
葉
集
訓
話
の
一
方
法

ー
「
往
」
・
「
限
」
の
解
読
を
め
ぐ
つ
て
ー

九

大

大
学
院

中
世
初
期
歌
人
の
言
語
把
握

ー
助
詞
・
助
動
詞
の
扱
い
方
を
め
ぐ
つ
て
ー

杵

島

曲

序

考

佐

賀

大

玉

葉

叙

景

歌

の

発

生

事

情

山

口

大

九

大

お

く

の

ほ

そ

道

の

構

成

大

学

院

九

大

大
学
院

看
聞
御
記
に
見
え
て
い
る

平
曲
関
係
の
記
事
に
つ
い
て

蕉
風
俳
諧
の
成
立
過
程
に
お
け
る
内
在
的
諸
契
機
の
考
察

ー
天
和
・
貞
享
期
に
お
け
る
芭
蕉
ー
大
淀
高

母

音

脱

落

の

一

解

釈

九

州

大

実

朝

の

歌

一

首

大

分

大

唱

和

詩

の

一

問

厖

臼

杵

高

「
は
」
の
接
続
助
詞
用
法
に
つ
い
て
鹿
児
島
大

公

開

講

演

会

大

鏡

に

つ

い

て

敬

語

と

文

学

一
、
吉
田
精
一
講
師
国
文
学
臨
時
講
義

（
昭
三
十
二
年
十
月
二
十
四
日
二
十
九
日
「
明
治
文
学
」
）

な
お
十
月
二
十
八
日
午
後
一
時
半
よ
り
四
時
ま
で
吉
田
講
師
を
囲
む
座

北
西
掘
太
郎

田

尻

龍

正

森

山
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録

田
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郎
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宮
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木
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下
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白
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明
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次
男
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一
、
周
立
波
の
「
民
兵
」
に
つ
い
て

一
、
蘇
曼
殊
の
生
涯

第
四
十
八
回
（
同
於

九

之雄

一
、
魯
迅
「
孤
独
者
」
を
め
ぐ
つ
て

一
、
紅
楼
夢
人
物
論

談
会
を
三
畏
閣
に
て
催
し
、
四
十
人
余
り
の
学
生
の
活
澄
な
質
疑
応
答
が

あ
っ
た
。

一

、

九

大

国

文

学

会

例

会

（
昭
三
十
二
年
十
二
月
十
四
日
於
法
文
経
一
番
教
室
）

「

お

く

の

ほ

そ

道

」

の

曽

良

の

句

に

つ

い

て

白

石

悌

一
11

キ
リ
シ
タ
ン
『
懺
悔
録
』
の
助
動
詞
「
つ
ろ
う
」
篠
崎
久
射

お

し

は

か

る

「

け

り

」

に

つ

い

て

佐

田

智

明

つ
い
で
福
田
良
輔
教
授
の
「
古
代
日
本
語
の
一
、
二
の
動
，
詞
に
つ
い

て
」
の
講
話
が
あ
っ
た
。

一
、
昭
和
一

l-+-l年
十
月
卒
業
者
論
文
題
目
及
び
氏
名
．
下

田

久

彦

狂
言
に
つ
い
て

一
、
進
学
生
歓
迎
会
（
昭
一
1

一
十
二
年
十
一
月
十
六
日
於
大
会
議
室
）

国
語
学
国
文
学
科
は
十
五
名
の
進
学
生
を
迎
え
、
福
田
・
春
日
・
今
井

三
先
生
他
五
十
名
ほ
ど
の
出
席
者
が
あ
り
、
茶
話
会
を
催
し
た
。

九

大

中

国

文

学

会

0
中
国
文
芸
窟
該
会

第
四
十
七
回
（
昭
和
一
1

一
十
二
年
四
月
二
十
九
日
）

於
九
大
文
学
部
会
議
室

中

屋

敷

宏

穴

山

厳

子

年
五
月
二
十
六
日
）

大

三

畏

閣

倉

員

峰

松

崎

治

゜
ー

0
中
国
文
芸
窟
談
会
ノ
ー
ト
5z
 

一
、
唐
代
の
短
篇
小
説
に
つ
い
て

一

、

夜

の

詩

人

一
、
境
遇
に
敗
北
し
た
詩
偕
に
つ
い
て

一
、
丁
玲
に
つ
い
て

一
、
郁
達
夫
の
青
春

一
、
黄
仲
則
の
生
涯

ー
其
の
一
了

松上福

崎尾井

治龍耕

之介ニ

（
昭
和
一
1

一
十
二
年
六
月
l

日
発
行
）

第
四
十
九
回
（
同
年
六
月
十
六
日
）

於
九
大
文
学
部
会
議
室

一

、

周

作

人

「

新

文

学

的

要

求

」

に

つ

い

て

樋

口

進

前

田

苓

子

一
、
劉
賓
雁
「
橋
梁
工
場
に
て
」

第

五

十

回

（

同

年

七

月

十

四

日

）

於
九
大
文
学
部
会
議
室

一

、

百

花

斉

放

、

百

家

争

鳴

に

つ

い

て

中

屋

敷

宏

一

、

魯

迅

「

孤

独

者

」

に

つ

い

て

北

九

大

真

島

務

第
五
十
一
回
（
同
年
九
月
二
十
三
日
）

一

、

百

花

斉

放

よ

り

丁

玲

批

判

ま

で

外

河

与

志

子

一

、

紅

楼

夢

の

構

成

穴

山

厳

子

・

第
五
十
二
回
（
同
年
十
一
月
二
十
四
日
）

~
於
九
大
文
学
部
会
議
室

一

、

「

桑

乾

河

上

」

以

前

の

丁

玲

．

北

九

大

三

浦

成

雄

一

、

台

湾

で

は

百

花

斉

放

を

ど

う

見

た

か

溝

上

憬

第

五

十

三

回

（

同

年

十

二

月

七

日

）

於
北
九
州
大
図
書
館
会
議
室

北

九

大

畑

光

北

九

大

久

正
秋

勝
吉宮

広美正
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一
、
胡
適
の
文
芸
思
潮

九

大

英

文

学

会

0
日
本
英
文
学
会
全
国
大
会
（
第
六
十
九
回
）

五
月
二
十
五
、
六
日
の
両
日
に
亘
り
立
教
大
学
に
お
い
て
開
か
れ
た
。

本
学
閑
係
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日

英

両

語

の

群

順

比

較

神

戸

商

大

教

授

一

二

戸

チ
ョ
ウ
サ
ア
の
一
一
面
性
ー
「
善
女
列
伝
」
序

長
崎
純
心
女
子
短
大
講
師
比
良

現
代
ア
メ
リ
カ
国
語
に
お
け
る

H
a
v
e
と

D
o
h
a
v
e
 

福
岡
学
芸
大
学
助
手
楠
田

音
声
史
資
料
と
し
て
の

C
h
a
r
l
e
s
Butler
の
英
文
典
に
つ
い
て

鳥
取
大
学
講
師
林

T
h
e
 W
o
r
l
d
 of 
W
i
l
l
i
a
m
 S
a
r
o
y
a
n
 芝
浦

工

大

講

師

広

顧

貞

見

「
新
批
評
」
の
シ
ム
ポ
ジ
ア
ム
に
於
て
山
屋
一
一
一
郎
氏
、
「
英
語
学
」
で

毛
利
可
信
氏
（
九
大
教
養
部
）
の
発
表
が
あ
っ
た
。

閉
会
前
、
中
山
名
誉
教
授
が
特
別
講
演
を
さ
れ
た
。

0
進

学

生

歓

迎

会

十
月
十
九
日
一
二
畏
閣
に
て
開
催
、
本
年
の
新
入
生
は
男
子
十
一
名
女
子

五
名

0
日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
大
会

十
一
月
几
、
十
の
両
日
鹿
児
島
大
学
に
て
開
く
。
本
学
関
係
分
左
の
適
り
。

O
F
r
o
m
 H
a
w
t
h
o
r
n
e
 to 
H
e
n
r
y
 J
a
m
e
s
 

九
大
教
養
部
助
教
授

多
久
和
新
爾

哲
郎 震

俊
典
雄

木

島

廉

之

佐
賀
大
学
講
師

0
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
の
小
説
に
お
け
る
時
間

西
南
大
学
教
授

O
T
h
e
 F
i
l
m
'
A
n
i
m
a
l
 F
a
r
m
'
に
つ
い
て

八
幡
大
学
助
教
授

O
F
a
u
l
l
r
n
e
r
 "
 Light 
in 
A
u
g
u
s
t
に
つ
い
て

長
崎
大
学
助
教
授

0
チ
m

オ
サ
ア
と
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
—
ー
ー
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス

「

哲

学

の

慰

め

」

長

綺

純

心

女

子

短

大

講

師

〇
エ
リ
オ
ゾ
ト
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
論
1

詩
と
散
文

嘉
穂
高
等
学
校
瓜
生

0
伝
逹
動
詞
の
種
類
と
語
順
1

現
代
ア
メ
リ
カ
英
語
の
構
造

幅
岡
学
芸
大
学
助
手
梱
田

Q
A
t
t
e
n
d
a
n
t
 C
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
に
つ
い
て

長
崎
西
向
等
学
校

0
英

語

劇

公

開

十
一
月
十
七
日
九
大
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
英
文
科
学
生
（
主
に
三
年

生
）
に
よ
る
英
語
劇
が
医
学
部
講
堂
に
お
い
て
公
開
さ
れ
た
。
題
は
次
の

〇
意
識
の
流
れ
の
小
説
に
つ
い
て

神
田

比
良
藤
井
本
田
石
井
中
野

O
O
n
 H
e
n
r
y
 J
a
m
e
s
 :
 T
h
e
 Private 
Life' 

福
岡
大
学
講
師

O
H
e
n
r
y
 J
a
m
e
s
'
T
h
e
 W
i
n
g
s
 o
f
 the 
D
o
v
e
 

、

九

大

教

養

部

助

教

授

森

岡

0
ス
ペ
イ
ン
・
メ
キ
シ
コ
時
代
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
文
学

熊
本
商
大
講
師
井
芹

田
所

弘
慶 渥

等
美
俊
典
昌
子 司

康 行
人
龍
成 なaヽォ．

信
成

181 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



W
^
 

T
h
e
 S
h
a
d
o
w
 of 
t
h
e
 
G
l
e
n
.
"
 

f

l

?

 

f
h
e
 R
i
d
e
r
s
 to 
t
h
e
 
Sea.'. 
`
 

0
山
屋
講
師
臨
時
講
義

法
政
大
学
教
授
山
屋
―
―
一
郎
氏
は
一
二
十
三
年
一
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で

「
ア
メ
リ
カ
文
学
」
を
講
義
さ
れ
た
。

九

大

仏

文

学

会

0
福

岡

曰

仏

協

会

発

足

多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
裡
岡
日
仏
協
会
の
設
立
が
具
体
化
し
、
六
月
一

日
商
工
会
議
所
で
神
戸
の
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
ペ
リ
ュ
ー
シ
ュ
氏
の
来
席
を

得
て
発
会
式
が
催
さ
れ
、
規
約
の
審
議
、
役
員
の
選
出
そ
の
他
が
行
わ
れ

た
。
終
了
後
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
映
画
を
上
映
。
な
お
進
藤
教
授
は
同
会
副

会
長
に
就
任
さ
れ
た
。

0
日
本
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
昭
和
―
―

l+l一
年
度
総
会
（
於
都
立
大
学
）

六
月
八
日
（
土
）
研
究
発
表
会
、
懇
親
会

六
月
九
日
（
日
）
分
科
会

本
学
か
ら
は
進
康
、
佐
藤
（
文
）
、
城
野
の
各
先
生
及
び
大
学
院
生
・

研
究
生
等
数
名
が
出
席
。
な
お
本
学
よ
り
の
研
究
発
表
は
左
の
通
り
。

「
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ネ
の
自
由
と
時
間
」

研

究

生

小

柳

守

弘

「
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
初
期
作
品
を
め
ぐ
つ
て
」
（
二
十
世
紀
分
科

会

）

研

究

奨

学

生

有

田

忠

郎

0
日
本
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
近
畿
支
部
総
会
炉
十
月
十
九
日
（
土
）
京
都
（
於
日

仏
学
館
）
で
行
わ
れ
、
本
学
が
ら
次
の
よ
う
に
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

二
つ
で
あ
る
。

シ
ン
グ
作

総

石

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
文
学
史
の
方
法
に
与
え
る
三
つ
の
基
準
に
つ
い
て
」

大

学

院

生

太

田

和

男

0
九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
第
六
回
総
会
（
於
九
州
大
学
）

十
一
月
―

-
B
（土）

研
究
発
表
会
（
午
前
十
時
）

J

司

会

九

大

教

授

佐

藤

文

一
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
の
転
向
九
大
大
学
院
生
荻
野

一
、
シ
ャ
リ
ェ
ー
ル
夫
人
と
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン

九
大
大
学
院
生
奥
村

一
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
ラ
の
「
フ
ラ
ン
ス
語
注
意
書
」
に
つ
い
て

九
大
大
学
院
生
山
崎

一

、

ジ

ュ

ー

ル

・

ロ

マ

ン

の

詩

法

九

大

研

究

生

高

浜

一

、

ラ

シ

ー

文

劇

と

自

然

九

大

研

究

生

水

波

一
、
ラ
・
ブ
ル
イ
エ
ー
ル
の
虚
栄
心
に
つ
い
て
北
九
州
大
講
師

一
、
ブ
ォ
ン
ト
ネ
ル
の
文
学
鍛
鹿
児
島
大
講
師

一
、
「
オ
ク
タ
ウ
ィ
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て長
峙
大
講
師

会
（
午
後
一
時
半
）

司

会

九

大

助

教

授

公
開
請
演
会
（
午
後
一
一
時
半
）

司

会

九

大

助

教

授

永

田

英

．

一

一
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
と
プ
ル
ー
ス
ト
九
大
助
教
授
佐
藤
弓
葛

一

、

フ

ラ

ン

ス

と

近

世

の

数

学

九

大

教

授

金

原

誠

な
お
終
了
後
、
東
中
洲
「
エ
ス
キ
モ
ー
」
で
懸
親
会
が
催
さ
れ
た
。

岡 坂
本
田
中

進
隆 勲
仁
彦 卓保

純
子

温
子
雅樹
弘
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0
進

学

生

歓

迎

会

新
た
に
専
攻
生
十
五
名
を
迎
え
、
十
一
月
十
日
（
日
）
志
賀
島
ま
で
船

で
歓
迎
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
進
藤
先
生
初
め
諸
先
生
方
、

在
学
生
多
数
が
参
加
、
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

0
城
野
助
教
授
は
十
一
月
、
一
年
間
の
予
定
で
フ
ラ
ン
ス
の

C
a
e
n
大
学
に

留
学
の
た
め
出
発
。
な
お
弓
削
講
師
は
留
学
期
間
を
更
に
一
年
間
延
長
の

予
定
で
あ
る
。

九

大

独

文

学

会

0
8
本

粒

文

学

会

日

日
本
独
文
学
会
は
昭
和
三
十
二
年
五
月
十
九
日
及
び
廿
日
の
両
日
に
亘

り
、
都
立
大
学
主
催
の
下
に
、
同
大
学
に
於
い
て
総
会
並
に
研
究
発
表
会

を
開
催
し
た
。

〔
第
一
日
〕
五
月
十
九
日

総
会
（
都
立
大
学
講
堂
）

日
本
独
文
学
会
本
部
理
事
及
び
地
方
選
出
理
事
選
挙
に
高
橋
義
孝
先
生

（
本
部
理
事
）
と
石
中
象
治
先
生
（
地
方
選
出
理
事
）
が
当
選
せ

B
れ

る。
研
究
発
表
（
そ
の
一
）

一
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
に
お
け
る
内
面
へ
の
道
に
つ
い
て
後

籐

武

一
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
作
品
に
お
け
る

Polaritat
の
展
開

古

川

充

二

一
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
ド
ク
ト
ル
・
フ
ァ
ウ
ス
ツ
ス
」
に
つ
い
て

山

田

広

明

一
、
ゲ
ー
テ
に
お
け
る
象
徴
に
つ
い
て

一
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
マ
ン
「
臣
民
」
に
つ
い
て

一
、
リ
ル
ケ
の
未
発
表
の
書
翰
に
つ
い
て

一
、
入
門
期
の
ド
イ
ツ
語
指
導
に
つ
い
て

一
、
外
来
固
有
名
詞
の
表
記
に
つ
い
て

ー
ル
タ
ー
独
語
の
発
表
に
関
連
し
て
ー

塩

谷

一
、
と
d
.

峰

音

組

織

の

指

導

に

つ

い

て

小

島

公

会
員
懇
親
会
都
立
大
学
主
催
の
も
と
に
盛
大
に
催
せ
ら
る
。

盆
第
二
日
〕
五
月
廿
日

研
究
発
表
（
そ
の
二
）

一
、
グ
リ
ル
バ
ル
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
道
錮
的
主
体
性
の
確
立

ー

「

夢

も

人

生

」

を

め

ぐ

つ

て

ー

青

木

一

一
、
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ァ
ー
の
「
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
兄
弟
争
い
」

に

つ

い

て

佐

藤

自

-； 
E
r
i
n
n
e
r
u
n
g
 u
n
d
 V
e
r
g
e
s
s
e
n
.
 "
 

ー
H6lderlin
の

D
e
n
k
r
h
y
t
h
m
u
s
に
つ
い
て
ー
山
本

一
、
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
の
構
成
ー
タ
リ
ー
ア
稿
を
中
心
に
ー

坂

上

泰

一、

Nietzsches
B
e
d
e
u
t
u
n
g
 fiir 
die 
D
i
c
h
t
u
n
g
 

d
e
s
 2
0
.
 

J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
s
 

w
・
ゴ
ス
マ
ン

一
、
プ
レ
ヒ
ト
の
演
劇
論
ー
「
ム
ッ
タ
ー
・
ク
ー
ラ
ー
シ
ュ
」

の

上

演

を

め

ぐ

つ

て

ー

近

藤

公

一、

G
e
r
h
a
r
tHauptmann~Atriden 

Tetralogie 
E
・
ヤ

近格

ン 助 尤 郎 行 郎饒

樽渡富斎

井辺田藤
平

四
義司弘郎
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一
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
自
我
に
つ
い
て

一
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
「
祖
枇
の
日
記
」
に
つ
い
て

会

員

懇

親

会

熊
本
大
学
主
催
の
も
と
に
水
前
寺
荘
に
於
い
て
盛
大
に
偲
せ
ら
る
。

[
第
一
一
日
〕
十
一
月
十
七
日

研
究
発
表
会
（
そ
の
一
一
）

大葱

一
、
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
二
部
の
様
式
的
問
題

一
、
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
一
一
部

「
古
典
的
ワ
ル
プ
ル
キ
ス
の
夜
」
に
つ
い
て

一
、
ゲ
ー
テ
と
ワ
イ
マ
ル

0
日

本

独

文

学

会

⇔

日
本
独
文
学
会
は
昭
和
―
―
ぷ
十
二
年
十
月
十
九
日
及
び
廿
日
の
両
日
に
亘

り
、
東
北
大
学
主
佃
の
ド
に
、
同
大
学
に
於
い
て
秋
季
研
究
発
表
会
を
開

催
し
た
。

0
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
学
会

日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
は
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
十
六
・
七
の
両

日
、
熊
本
大
学
法
文
学
部
に
於
い
て
第
九
回
総
会
並
に
研
究
発
表
会
を
開

催
し
た
。

〔
第
一
日
〕
十
一
月
十
六
日

総
会
（
熊
本
大
学
法
文
学
蔀
同
窓
会
館
）

西
日
本
支
郭
支
部
長
選
挙
に
両
橋
義
孝
先
生
が
再
び
当
選
せ
ら
れ
る
。

研
究
発
表
（
そ
の
一
）

一

、

内

面

的

形

式

と

階

層

古

一
、
フ
ォ
ン
タ
ー
ネ
に
於
け
る
ロ
マ
ン
の
課
悶
に
つ
い
て横空中

村井山

義巖

正観良

Ill 

充

・畑沢

末得

I

i

 吉

藤

戸

正

苗
日

＂ 

立
命
館
文
学
（
立
命
館
文
学
会
）

ア
カ
デ
ミ
ヤ
（
南
山
学
会
）

S
u
m
i
t
o
m
o
 B
a
n
k
 R
e
v
i
e
w
 (
住
友
銀
行
）

万
葉
（
万
菓
学
会
）

経
済
月
報
（
住
友
銀
行
）

彦
板
論
叢
（
滋
賀
大
学
）

経
営
と
経
済
（
長
崎
大
学
経
済
学
部
産
業
経
憫
研
究
所
）

人
文
研
究
（
神
奈
川
大
学
人
文
学
会
）

国
幣
国
文
（
京
都
大
学
国
文
学
会
）

東
京
経
済
大
学
会
誌
（
東
京
経
済
大
学
）

ア
メ
リ
カ
ー
ナ
（
ア
メ
リ
カ
大
使
館
）

法
学
志
林
（
法
政
大
学
図
書
館
）

郷
土
文
化
（
郷
土
文
化
会
）

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
）

日
本
民
俗
学
（
日
木
民
俗
学
研
究
所
）

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）

受

雑

誌

一
、
ケ
ラ
l

[
思
子
に
も
衣
裳
」
に
つ
い
て

一
、
西
日
本
独
逸
語
教
育
の
問
嘩

一
、
権
力
と
恩
寵
ー
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
シ
ェ
ナ
イ
ダ
ー

の

思

想

に

つ

い

て

の

一

考

察

大

谷

一
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ー
ン
の
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
に
つ
い
て
高

木

安

部

孝

千

代

正

一 亘，． 
J
 

郎 莉男 彦

184 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



心
理
学
研
究
（
日
本
心
理
学
会
）

山
口
大
学
文
学
会
誌
（
山
口
大
学
）

日
本
文
学
（
日
本
文
学
会
）

国
文
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
）

北
九
州
大
学
論
文
集
（
北
九
州
大
学
）

徳
島
大
学
文
芸
紀
要
（
飯
島
大
学
）

音
声
学
会
会
報
（
日
本
音
声
学
会
）

製
鉄
文
化
（
八
幡
製
鉄
）

人
文
研
究
（
大
阪
市
立
大
学
文
学
会
）

成
城
文
芸
（
成
城
大
学
）

甲
南
大
学
文
学
会
論
集
（
甲
南
大
学
）

国
語
（
東
京
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
）

文
学
研
究
（
日
本
文
学
研
究
会
）

東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
（
東
北
大
図
苫
館
）

天
理
大
学
学
報
（
天
理
大
学
人
文
学
会
）

三
重
県
宣
大
学
研
究
会
報
(
-
―
畜
玉
県
宣
大
学
）

山
形
大
学
紀
要
（
山
形
大
学
）

大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
大
阪
府
立
大
学
）

東
京
支
那
学
報
（
東
京
支
那
学
会
）

英
米
文
学
（
浪
速
大
学
教
育
学
蔀
）

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
）

人
文
論
叢
（
関
西
学
院
大
学
図
書
館
）

文
芸
と
思
想
（
福
岡
女
子
大
文
学
部
）

ア
テ
ネ
ウ
ム
（
ア
テ
ネ
ウ
ム
社
）

大
王
大
学
研
究
紀
要
（
大
正
大
学
）

熊
本
女
子
大
学
紀
要
（
熊
本
女
子
大
学
）

大
分
大
学
学
芸
学
部
研
究
紀
要
（
大
分
大
学
）

英
語
青
年
（
研
究
社
）

R
e
g
a
r
d
s
 
(
東
北
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
）

基
督
教
研
究
（
同
志
社
大
学
）

主
流
（
同
志
社
大
学
英
文
学
会
）

逐
次
刊
行
物
月
報
（
国
立
国
会
図
書
館
）

論
究
日
本
文
学
（
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
）

紀
要
（
愛
知
県
立
女
子
大
学
）
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